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fft類 は 食料 源
一
ぐ 戟 山 丿
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防 月の 持紬 rゴ利用 は可 龍 ハ ？

鯨類 資源お よ び捕鯨 に関 す る王 要

1　　　　 捕 tl　芝 持

　高蛋 广「食料 源 cあ る。

　利 半的 R 琿 に よ一，て ul 能 て fiる。

伸業 資 原ご 巡 り鯨類 L人畑 よ施 合 し て い る

か ？

角 類 ナン ク F ヤ
1J − ｛よ’必 丁．　／v　li？
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∫ 麟 瓣
く’嘸 灘 事

商業ほ向伯 の 捕 食に よって脅、J・されて い る。

科早 委 員会力 同発 した RMP 〔改匍 骨理 方

弌 丿 は ？

IWC 管轄 外o 小型鯨類漁業 は ？

一

「 厩 ・ 齦 一 ．

現 行 の IWC 管理
『
　「
』
分 齢 類 資 源 は 奪 ら

才／，　→　　ノ 　@／一チ． ヤ　1丿　一｛ま必、 要、 klt 、

世 界の利 ≠ 者 が　 5 た o の てあり　 直

に 採 用すへ，
9一
あ．

，， 人 類 が漁 獲 する生物 と 鷯類 力 楠食

る餌⊥ 曦

1ぞ一一 fl 学 的側向は別 と して ， 重 用

た
め
の ンス う 一 ムう

　
ゴ芒備へ 才t『

ｵ ・ な 、＼ 1 直 ち にIwc 管 軒 種 と し

， （ モ ラ ト リ ア ム の対象

す べ きである〕。 　 し bli し， 　 IWC の 活 動も 捕 鯨 も

れ で 終紀 し た わけで は
な
，ハ った 。 IWcTF ’ Y 委員会

，モ 　 ト リ ア ム 玩案 の 見 かげ 上 の根拠と な っ た  

方式の
改 善　 最 新 最 艮の デー ・タと手広に よる 鯨 類資源

包 括 的 nl 価に 清 手 し ，あ しカけ 15 年の 歳
月

をtji

，激 論の 末， フィー ド バ ッ ク 機 箭を
取

り入 れ， 情報 の

確ナ仕 に強 い「改 訂 薛 理 方式」 を完成 させ ，IWC
委員会 に採 用を 勧 告 し た 。よ た ， 包括 的 平価 も順調

進 行し て
いる

。こうし た 科学 委 員
会

の 盾 動 の 一 ・ 方 ，

C 本 委貝 会e は ， 依 然 として反 捕 章 国が 多 数派 を 山

て お り，改訂 管

方 式は未た採用e れ て い ’ 」 ： い 。 　 2002 　lg

IWC 年 次会 議 は1 関市て 開 催 さ れ， 4 月 25H のIWC科学

員 会を皮 切
りに

ほ、ま一ク tl 間 開 ff ｛ さ れ た。近 年

”［“， 魴類 の 持 紐的利 用 右 夏 持 す る 漁 業 国 や 食糧

題を 抱え る 開 発 途 上 国の 加 盟 に よ っ て ， 抽 鯨 ， 反 捕

国 の バ ラ ン ス は拮 抗レ

ルに近 づ き つ つ あ り，今 後

動向 が注口さ れる 。 捕鯨を巡 る現 在 の 状況のまとめ・国
際

捕 鯨

締条約；ユ946 年 10 ヶ 国 署名，19．　48　 ／ g
発 効

条 約 付 託 国米 国 。日本 は 1952 ！ 「1 ．．加盟。 ・ I
加閣 国 ： 41 ヶ 国 ， 本 委員 全 の下 に科学委 員 会 ， 技

委 員 去 ，則 政 運 営 委 員会が あ る 。 ・ IWC 管 轄 種 ：

ロ ナ カ 入 ク シ 7 ，ナ ガ ス ク ノ ラ ，イ ワ シ ノ ノ フ， ニタリ

ジ ラ ， ． ミ ン ノ クジ ラ ， ザ ト ウ ク ノ ノ，
コ

ク ク ジ ラ

セ．ミク ノ 7 ， コ セ ミ クノ 7
， ホ ッキ コククジノ ，

ッコウ ク ジ ラ ，（ キ ク ）トックリ ク ノ ノ 。 ・繭業 捕 鯨 ：全

的な 停 「上 状況にあ るカ ，ノル ウ． r
．一 の み は モ

ト リ ア ム 男 議 申 し
⊥

て を 撤 回せず ， 商 業捕鯨を再 開

た。 ・原 住 民生 存 捕 鯨 ： アラ ス カ ，グ リ ー ン ランド

チュコト 半 鳥 ， セ ン トごンセン ト で， 原 住 民 に よ

捕 鯨 が営ま れ て い る 。・ 調査捕 鯨 ；条約8 条に 某 づ き ， 日

力南極海 にお い て ク ロ．ミ ソク
グ

シ ラ 330 頭，北 西

平 tl て ． ミンクク ジラ 100 頭，ニ タリ クジラ50
，マッ コウ クノラ 10 頭 を 捕獲している u・ 礼 会 的

統捕鯨 1 日 本 が 太地， 缶1 川 な ど 地垓 二 根 ざす 伝 統

鯨 を ｝ 張 。 特 別救済枠 を 与 えるよ う 旋案して い る が

受 け入れら れてい ない。・ その他 捕 鯨 ；我力国で は ， I
非 管 轄 種を対象 に，小型捕鯨 業 儂 水 大 臣 許 可 漁 業 ） ， イ ル

浄 業〔 県 知駐t 　 pl ）か 営 ま れ ている。IWC 　 i
加 盟 国 イ ノ ド 払 ン アで マ ッ コ ウク ジ ノ捕鯨が彳∫ わ れ て

る 。 。 IWC 国 際 角頚資源調査：南 極海 クロミング シ フ

源 調 査計画（ 1996 〜），シロナガ スクジラ回復 計

（1996へ）。。日本の鯨 類資源研究： 北 太 平
汀

鯨 類 目 視 調
査

970 〜 〕，小型鯨 類漁果調査 （1970 年〜） ，調査捕鯨（
87 年 〜

，ホ ェ ールゥォッチ ． ン グ 新 産 業 管 理調査〔 ： 19

年〜 ） ， 生 態 系調査 （1999 年 〜 ）他 。

@最 後に楠駕支持及 ∪反 捕鯨国に

ける鰓類資源およ び 捕

に関する見 解の捐 違を才のことくまとめた。

．世界に於ける鯨類利用の現状 　　　　　　　　大曲佳阯 唄オ団法人 H木 鯨類研 究所　社会 経済研

室 ） 　 　 2 ，Sta し uS 　of 　uti

zation 　Of　Cetaceans 　worldWide 　　　　　　　　K
o　 OHMA

RI 　　 　 　（ The 　 Institute 　 of 　

tacean 　 Research ） 1 ． は じ めに

　 食 米 1 資源 と し て の 鮒煩の 消費 は ， 近年の 反捕鯨 連動 に

謔 ﾁ て反 楠鯨 の 拶 をとる 丙欧 渚 国 によ ・ て特 異て 野蛮
ﾈ 風 習 とし て 宣 伝 さ れ ，そ の利 用 を 禁 ［ 1 ，．廃止 さ せ

う とい う 動 きカあ るカ ，肚界 的 よ 視 野にた っ て 見 れ

，鯨 類は約42 の国で最近ま で ，または 現 在 も食 料 資 源 と

て
利
用さ れ て お り ， 舮 食は 普遍性が あ る 食 習慣であ る こ と
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中 間 的 な が ら も紹 介 す る 試 み で あ る。

2．鯨類 の 利 用

　各 国 で 食料 と し て 利 用 さ れ て い る鯨 類 は，捕鯨 とい う

意 図 的 な 捕獲の 他に 混獲 （他種 を対 象 と した 漁業 に よ っ

て 偶 発的 に捕獲さ れ た もの ）や，座礁 〔何 ら か の 要囚 で

海 浜 に打ち 上 げ られ た ） した 鯨類 を 含む。高度 回遊性種

で あ る 大型鯨類の 管理 と利 用 は，国 際的な取 り決 め で あ

る 国際捕鯨取締 り条約 （ICRW ） に基 づ い て お り ， 実際

の 鯨類管理 お よび その 利 用 に関す る決定は，そ の 執 行 機

関で あ る 国 際捕 鯨 委．員会 CIWC〕 が 行 っ て い る。　IWC

が そ の 管 理 の 対 象 と し て い る の は ，鯨 類 約 82 種 の う

ち ，大型 鯨 類 13種 の み で，イル カ 等小型鯨 類 に 関 して

は 管轄権 を持 た な い
。 現 在 も 以 トの 5種 類 の 捕 鯨 が 世

界で 合法的に 行 わ れ て お り，世界で 鯨類 の 利 用 が 可 能 と

な っ て い る ：  原 住 民 生存捕鯨 ；  捕獲調査 ；  商業 捕

鯨 （異議 申 し立 て ）；  IWC ⇒防 1
．
1盟国に よ る IWC 対 象

種 の 捕鯨 ；  IWC 加 盟 国 及 び非 加 盟国 に よ る IWC 管

車害タト鯨種   ）オ甫獲。

3．鯨類の 捕獲頭 数お よび製品生産量

　IWC は そ の 管 理
．
ドに あ る 捕鯨 に つ い て は締 約 国 に毎

年捕 獲頭 数 の 報 告 を義 務付け て い る が，管 轄 外の 小型鯨

類の 捕獲 や混 獲等 に つ い て は，自発 的 な 情 報 提 供 を 求 め

て い るに過 ぎ な い。ま た，非 加 盟 国の 捕 獲，混 獲，座 礁

鯨 の 頭 数 に つ い て は報告義務 が な い ため，デー
タが 極め

て 少 な い 。さ らに，例え 捕獲頭 数 が報 告 され て い て も，

各国 で 食用 に す る部位や，解 剖方 法 な どに差異が み られ

る た め ，鯨 1 頭 か ら得 られ る製 品 の 量 を推察す る こ と

は 困 難 で あ る。例 え ば．デ ン マ
ーク の フ ェ

ロ ー
諸島 で

は，ヒ レナ ガ ゴ ン ド ウ ク ジ ラ が 捕 獲さ れ て い る が頭 や 尻

尾 ，内 臓 は 利用 し な い た め ，体重量の 約 54％ が 利 用 さ

れ て い る に 過 ぎな い （Bloch　and 　Hanusardottir　l　993）。

ノ ル ウエ
ー

で も，ミ ン ク ク ジ ラ の 頭 や 尻 尾，皮 脂 や 内 臓

は 利用 せ ず，製品化さ れ て い るの は 背肉 と腹肉 の み で あ

る。また，ア ラ ス カエ ス キモ ーは ホ ヅ キ ョ ク ク ジ ラ の 皮

脂 に高 い 価値を お い て い るが，鯨肉が ど こ まで 利 用 され

て い る の か定 かで は な く，そ り犬 の 餌 と して利 用 され て

い る 可能性 もあ る。

4．鯨類の 利用 を 行 っ て い る （い た ）国々

　 中間的な報 告 で あ る が ，大型，小型鯨 類 を 食料資源 と

し て 利 用 して い る 国 は ，世 界 に 42 力 国 あ る。歴 史的 に

見 れ ば，現 在 強硬反捕 鯨 国 で あ る英 国 や フ ラ ン ス の T．族

も か つ て は 鯨類 を 食 して い た （Fossti　1995〕。

　 現在 も ，鯨 類 を 利 用 して い る 国 は，ヨ
ー

ロ ッ パ で 6

力 国 〔ロ シ ア ，デ ン マ
L一

ク ，ア イ ス ラ ン ド， ノ ル ウ

エ
ー，イ タ リ ア ，ポ ル トガ ル ） あ るが ，先住 民 の 利 用 や

地 域 的な 利用 が大 半 を 占め る。広 く鯨 肉 が 利 用 さ れ て い

る の は，ア イ ス ラ ン ド や ノ ル ウ エ
ー2 力 国 で あ る。 イ

タ リア で は，ム シ ャ
ーメ とい う イル カ 肉の 加 工 品 が 人 気

で あ り，ペ ル
ー，ア ’レゼ ソ チ ン に 移 民 した イ タ リ ア 系の

人 々 に よ っ て 同 様の 加 − 品が作 られ て い る。

　ア ジ ア で は ，日 本 の 他 に 8 力 国 （韓 国 ，台湾，イ ン

ドネ ン ア，フ ィ リ ッ ピ ン ，イン ド，バ ン グ ラ デ ィ ン ユ ，

ス リ ラ ン カ ，オ マ
ー

ン 〕 が 鯨 を 利用 して い る。韓国，イ

．
ン iごネ シ ア ，フ ィ リ ッ ピン で は 地 域 的 な利 用 が 報告 さ れ

て い る が ，他 の 国 で は，どの 程 度 広 く利用 さ れ て い る の

か は 不 明で あ る。ス リ ラ ン カ で は 仏 教の 関 係 で 4 つ 足

の 動物 を食す こ とを 忌避 す る こ と か ら，魚が 人 気 の 蛋 白

源 で ある。こ の よ うな 背景 か ら，魚 とみ な され て い る鯨

類 が 多 く消費 され て きた可 能性 が ある。イン ド とバ ン グ

ラ デ ィ シ ュ で は 共 に鯨 油 を民 間薬 と して 用 い て い るが，

バ ン グ ラ デ ィ シ ュ で は イス ラ ム 教 び）関係で 肉は 食べ て い

な い 。

　北 米 で は 3 力 国 （ア メ IJ カ ，カ ナ ダ，メキ シ コ ） が

利用 して い る が，ア メ リ カ や カ ナ ダは
・
部 の 先 住 民 の 利

用で あ り，メ キ シ コ で は沿 岸部の 地 域 的 な 消費 に と どま

る よ うで あ る 。 カ リブ海 で は 4 力 国，セ
．
ン トビ ン セ ン

ト．セ ソ トル シ ア．ドミこ 力 国，ドミニ カ共和 国 で 鯨 肉

が利用 され，セ ン トル シア で は 貧民の 貴重 な蛋 白源 と し

て 利 用 され て い る。また ，鯨油は 食用 の 他，民 間 薬 とし

て 薬用 に も用 い られ て い る 。 南 米 で は，6 力国 （ベ ネズ

エ ラ ，エ ク ア ドル ，ペ ル
ー，ブ ラ ジ ル ，ア ル ゼ ン チ ン ，

チ リ） が主 に 小型鯨類 を利 用 して い る。肉や 皮脂は 食用

や 薬 用 の ほ か ，延縄漁等 の 餌 に も用 い られて い る。ペ

ル ー一で も，鯨肉は 貧民 の 貴 重 な 蛋 自源 で あ り，国 内法 で

現 在 捕獲が 禁止 さ れ て い る が，需 要 が 高 く利用 が 続い て

い る。

　 オ セ ア ニ ア で は 6 力 国 （トン ガ ，ソ 凵 モ ン ，マ ー
シ

ャ ル 諸島，パ ラオ，ニ ュ
ージ

ー
ラ ン ド，ミ ク ロ ネ シ ア 連

邦）が座礁大型 鯨 や 小 型鯨類を利用 し て い る 。 ソ ロ モ ン

で は イ’レカの 歯は 現 在 も婚資 と して 不 可 欠 で あ り，通 貨

と し て も利 用 され て い る。他の オ セ ア ニ ア地 域 で も鯨類

の 歯 は 部族 間 で 交換 され る 貴亜な 財 産 で あ っ た。ア フ リ

カ で は 8 力 国 〔モ
ー

リ タ ニ ア ，セ ネ ガ ル ，ギ ニ ア ，ガ

ン ビ ア，ガーナ ，コ
ー

ト ジ ボ ア ール ，ガ ボ ソ ，南ア フ リ

カ） で 主 に 小型鯨類 が利 用 され て い る。特に 西 ア フ リ カ

諸国で の 利用 は ，鯨 類 を対 象 とす る 伝統漁業が な い こ と

か ら混 獲 や 座礁 した 鯨類を 消費 す る よ う に な っ て か ら味

を覚 え て 捕獲す る よ うに な っ た の で は な い か と推 測 され

て い る。

5．終 わ りに

　 本報 は 巾間的 な報告で あ り，今後の 作業に よ っ て さ ら

に 鯨類 を利用 し て きた 国 々 が 明 らか に な る と考 え ら れ

る。また，食文 化 は変化す る た め，特 定 地 域 の 歴史的な

鯨 類 利 用 の 変遷 や 四 ア フ リカ な ど鯨類の 消費を 新 し く導

入 した 地域で の 研究 も重 要課 題の ひ とつ と考 え られ る。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　 2002 年 5 月 に F関 lb に お い て 第 54 ［」・1国 際 捕 鯨 委 員

会が 開催 さ れ，捕 鯨 に 関 す る 賛否 を 含め て 多 くの 論 評 が

マ ス メ デ ィ ア を賑 わ した。そ の 中で 反 捕鯨 的 な 、／／二場 を と

る 人 々 が 強 調 して い た こ と は ，日 木 の 鯨 食 は 第 2 次 大

戦後の 食糧 難 の
一
時期の み に 全国 に 普及 した 現 象で あ 一．

）

て ，歴 史的 に 日本 の 食生 活に 深 く根ざ した もの で は な い

と い う こ とで あ っ た 。 しか し，日 本人の 鯨食の 食文化 史

に 関 して は，鯨 とい う食材が い か に 消費された か だ け で

は な く，ど の よ うな精 神 的地 位 を獲得 して い る か な ど興

味 深い もの が ある。
1）　古代か ら近世まで の 鯨食文化

　 古 代 日 本 に お け る 鯨 の 文 字 記 録 と して ，8世 紀頃 の 成

立 とさ れ て い る 「万 葉集」 を挙 げ る こ とが で き る。こ こ

で は鯨 は 「勇 魚 （い さ な ）」 と呼 ば れ ，海に か か る 枕詞

で あ って，約 10 首 ほ ど の 歌 が 収め ら れ て い る。周 囲 を

海に 囲 まれ て い る 日 本，そ の 海の 代名詞 的な表現 と して

鯨 が 挙 げ られ て い るの は，当時の 人 々 の 心 の な か に 海 の

大 き さ と鯨 の 大 きさ を 重ね 合わせ，そ の 鯨 の 大 き さに 畏

敬の 念を も っ て い た もの と考 え られる。

　 巾 。近世に な る と，料 理 書の な かで 食材 と して の 鯨 の

記 述 が 具体的 に 行わ れ る よ う に な る。存在 を伝 承 され て

い る 料埋 書の なか で 最 古 とされて い る 1
．
四 条 流 包 」

．
書

（1489）」 に は ，「く じ ら」 を もって 貴 人 に 供す べ き食 材

の 最上 の もの と定義 し て い る。

　現 存 して い る 最占
．
の 料理 書 i料 理 物語 （ユ642 ，刊 行

地 不 詳 ）」 に は，鯨 は 汁，さ し み，吸 い 物 ， 和 え 物，内

臓 各種の 食材 と して ，鯛や 鰹な どの 魚 類 と同様に 取 り扱

わ れ ，調理 法 や 供 膳 の 方法な ど が 記 述 され て い る 。

一一
方

「料理 物語」 よ り 30 年 ほ ど遅 れ て 刊行 さ れ た 「古 今料

理 集 〔1674，江尸 ）1 には，鯨 を 「下 魚な り　宜 しか ら

ず （巻 2）」 とす る記述 が あ り，食材 と して の 定 ま一
， た

評価 を さ れ て い な い
。 紀州 太地 に お い て 突 取 り法 に よ る

捕 鯨 技術 が 確立 した の は 慶 長 11年 （1601），網 取 り法
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確 立 が延宝 5 年 （1677） で あ っ た の で ，そ れ 以 前 は 食

材 と して の 供給が 不 安定 だ っ た た め とい う 冂∫能性 が考 え

　られ る。し か しそ の 後，捕鯨技術が 各 地 に 伝播 し鯨料理

も 全 同 的 に 普 及 す る、，現 存 す る 江 戸 時 代 刊 彳J
．
の 料 埋 書

53 冊の うち ／6 冊 に，貴人接待用の 献立 か ら 庶 民 の 口常

料 理 に い た る ま で 多 くの 鯨 料埋 が 記述 され る よ う に な

る 。 その 集大成 と も い うべ き料理 書 と し て ，「鯨 肉 調 味

方 （1832）」 とい う 1ff
．
1｝全部 鯨 料 理 だ け に 特化 した 料胛

2 が刊行 さ れ た。
2）　現代 の 鯨食文化

　   農山漁村文化協会刊行 の 「日本 の 食生 活全 集 48 巻

〔1984〕」 は ，全 国 48 都 道 府 県 の 郷 上 の 伝承 料理 を 記 録

した もの で ，ほ ぼ 20 世 紀 前 半 に お け る 本 邦の 庶民 の 食

生 活 の 記 録 と み な せ る もの で あ る 。 そ の な かで の 鯨料理

は，北 海 道 か ら 鹿児島ま で 30府 県 に お よび，食材 と し

て は 牛 鮮鯨肉 よ り塩蔵鯨肉 ま た は 塩 蔵 脂 身の 利用が 多

い 。す な わ ち生 鮮肉が 入手可 能 な海 岸地域 よ り，山 間地

域 に お け る塩 蔵鯨肉の 利用の ほ うが 多い とい う こ とで ，
こ れ は鯨 が塩 ブ リや 塩鮭 と同様の 塩干 物 と して 全 国 に 流

通 して い た こ とを示 して い る。

　 全 国 各地 の 鯨 の 料 理 法 を み る と，ほ と ん ど煮 物 ，汁

物，和 え 物な どの ご く庶民的 な 料殫 で あ った が，こ れ ら

の 鯨 料理 を供 す る場 に 特 色 が あ る。す な わ ら鯨 料 理 は 大

晦 日，尢 H ，．ヒ草 ，節 分，夏至 ，秋祭 りな どの ハ レ の トi

の ご馳走 と し て 扱 わ れ て い る 例が 多い 、こ れ は鯨 の 大 き

さ を擬 人 化 し て ，「人 人物に な れ る 」 厂出世を呼 ぶ一1 「大

漁 〔豊作） を招 く」 な ど，め で た い もの とい うイ メ
ー

ジ

で認 識 され て い る、、こ こ に H本 人 が鯨 を 食べ る と い う こ

とに対 して ．単な る栄養物 以 Eの 文 化的 な精神性 を与 え

て い る姿を み る こ ろ が で きる。

　 現 代 口本の 鯨 を 含む食肉 の 需給 状 況 をみ よ う。m 本 の

捕 鯨 量 は 1962 年 に 226，000 ト ソ を 漁 獲 し た の が 最 高

で，以 後 南 氷 洋の 鯨種 に よ る禁 漁 や 商 業 捕鯨 モ ラ ト リ ア

ム に よ っ て 次第 に 減少 し，現 状 の 調査 捕鯨で の 漁獲 量 は

2，000 トン に 過 ぎな い 。そ れ に 代わ る 食肉 として の 牛肉

は ，国 内 生 産 が 500，000 トン 台 で 横 ば い
。 しか し牛肉

輸入 量 は 1962年当時 4，000 トン に過 ぎな か一
） た もの が，

1985 年 に は 225，000 トン に 達 した。そ の 時 点 で ，日 本

の 最高捕鯨 量 に 追 い つ き，か つ ユ995 年に は 941，000 ト

ン に 達 した。商業 捕 鯨 の 道 を閉ざされ た 日木 は，米 国，
オー

ス トラ リ ア，ア ル ゼ ン チ ン な ど の 強 硬 な反 捕 鯨 国群

か ら，鯨肉の 代替 と して の 牛肉を 輸入 せ ざ るを得 な い 現

実 を 直視 し な け れ ば な らな い 。

　以 上 の よ うな 鯨食文 fヒの 史 的 な 実態 をみ れ ば， ．・
部 反

捕鯨 論 者 の 唱 え る，凵 本に は 伝 統 的 に 鯨 食文化 は 無 きに

等 し か っ た と い う⊥ 張 は，著 し い 事実誤 認 か また は あ え

て 鯨 食 文 化の 存在 を 無 視 せ ん が た めの 主 張 で は ない か と

考 え られ る。
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